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事業所名 ANERA 支援プログラム（参考様式） 作成日 令和7 年 3 月 26 日

法人（事業所）理念 通われるご利用者さんはもちろん、スタッフも大事にします。スタッフが気持ちよく働くことができることでより質の高い療育が行えると思っております。

支援方針 ひとりひとりのご利用者さんの特性に合わせた個別療育と社会性を身に付けるために集団療育を取り入れ、ANERAにくることでご利用者さんの自己肯定感をあげていく。

営業時間 9 時 30 分から 18 時 30 分まで 送迎実施の有無 あり なし

支　援　内　容

本
人
支
援

健康・生活 スケジュールの確認や見通しをつける、自分の身体をコントロールする（手洗いなど基本的生活習慣)

運動・感覚
全身運動（リズム体操、リトミック、大画面タッチパネルココロマップなど）
指先トレーニング（工作、粘土など）

認知・行動 今日、明日など時間の理解、物の名前、空間の把握（ココロマップ、知育玩具、SSTなど）

言語
コミュニケーション

挨拶、自分の言葉で表現、多様なコミュニケーション（はじめ・終わりの会、読み聞かせ、絵カード、ココロマップ、SSTなど）

人間関係
社会性

他者への関わり、集団活動、ルールの理解など（活動前の挨拶、地域交流、ココロマップ、SSTなど）

家族支援 連絡帳などによる定期連絡。及び1カ月に1回は情報共有や面談を行う。 移行支援 関係機関との交流・連携を深めスムーズな進級を支援する。

地域支援・地域連携 地域行事へ参加し地域との交流を図る。 職員の質の向上 定期的に社内研修及び社外研修を行う。

主な行事等 遠足、お出かけ、クリスマス会、など。季節に合わせた行事を行います。
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